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態を墨ナ，併し非常に薄い塩化カリを作用合せた場
合は今の様な変化は見られず，適濃度の塩化カリと
.対立的な態度を耳元あ。塩化カルシウム，遇、濃度の堕 
化カルシウムの場合は撃縮高が高〈長〈続き，陽極
側の開放の準縮も早〈大きく表われる，併し非常に
高濃度に於では反対の状態が見られる。誼減作用， 
陰極通流では適濃度のi塩化カリの場合と大体合致し
陽極通流では適濃度の盤化カルシウムの場合左大体
合設するのが見ιれる。更にエチ-}レアルコールで 
隔絡室の片方を麻酔ナることにより曲総を単純化し
で上記所見を更に明確にした。
27.家兎下肢のオンコメトリ自に就て
第一生理萩野正之
運動神経に対して比較的強い電流を長時開通流ナ
る時は，所調電気緊張と異!J，陽極に於では分極性
が高まって閤値が下!1，陰極下にては分極性が下降
しで悶植が上あと云う事実は既に鈴木が電流通流第 
3作用として観察してゐる。此の直読濁流第3作用
が自律神経に対しでも同様な効果を及ぼし得るかを 
見ょうとナる③自律神経D 変化を外表から観察ナる
手段としてォνコメト!J-を手段とせんとする。
② Ca45 を作用させで後， 神経及び筋の興奮性
を時聞の経過をおってしらべると，whole nerveで
は興奮性低下は徐々にあらわれ20'""'30分後一定の
債をとる様になるが， strip nerveでは興奮性は極
く速ちに低下ナる。
③ Single nerveにIsotopeRingerを作用させ. 
ると他の薬剤の場合と同様に，その作用は瞬時にし
て表われ興奮性は低下ナあ。
④ Ca45の作用は筋の場合も whole nerveの
場合と同様であるが，その作用は一層顕著でああ。
③直流電流を;ffi，流ずると陰性通流の場合は 
Isotope Ringerで低まった興奮性を有ナる神経の関
値は更に上昇し，陽極通流の場合は闘値は下降ナOo 
⑥ 以上の Ca45の作用は刺蹴電極の部分でのみ
るらわれる。 
29. =.，:::抗赤痢・・ザル号本ラ菌剤の薬理
薬理学教室村山 智，大図重弘
久我哲郎，ー方波見猫 
2-methylmercapto-1，4-naphthoquinone撃に関
して，先に当教室より報告したが，その一環として
今回は， 2-amino-3 chlorυ 吻 1，4-naphthoquinone 
題協古ijの予備実験としでアドレナリン及びアセチ、 (ACNQ)，2-amino-1，4-naphthoquinone CANQ)， 
-}レコリシに依るオンゴグラフィーを措i詑装置の改
良に依人容積曲線中に脈掠曲線を描記する迄精密
なグラフを描いた。
アドレナリシに依 P容積I曲線は著明なる容積減少
を示した後， 6"，，7分で快復し，ア台チ-}レコリ νに
依り流i延と併行ナる容積の暫減を見た白 
27.纏加 第一生理本間三郎
測定された曲線を肱波に相当ナると越べられたが 
表題は_Onkographieでるって再考を要ナると思う。
28.ト線と紳経及筋o曽義樹激濁櫨
第一生哩赤畑 E 光
生体の興若手性に重大な作用をもっ CaH の放時性
向位原案 Ca45を用いて P椋が生体c興奮性に如何
なる影響を与えるか電気生理学的な面かちみた。
実験に用いた標本は魁の坐骨神経，排腹筋標本 
( wholenerve，Stri pnerve，Singlenerve)総匠筋を
用いた。
結果は次のj1!iりである。 
① F棋は神経線維の闇値を上昇させ同時に h定
数を小ならし ~Õ 。
2一chloro-6 --nitro benzthiazolくCNB) の 3種を検
索した。致死量の点上りみでも之等の毒性は低い。
摘出蛙心迩勤，マウ.ス摘出腸管運動は濃度高くなミ5
と抑制される。 ACNQ，ANQはマウ λ摘出腸管の
緊張上昇， CNBは緊張下降に伯<0 CNBは血液
凝間促進の傾向を持つω その他に著明な薬理作用の
変化はない。以上ナフトキノシ系剤2種とチアゾー
ル系剤1種とでは，薬理作用D傾向を少しく異にし
た。今後猶之等一連の抗菌剤を，構造と薬哩作用の
面より遁究したい。薬物は全で学研，抗蒜痢サJレモ 
ネラ菌剤研究班のスクリーニシグテ.ストで選抜せら
れ，薬学部宮木教授を経て提供を受けた。 
30. Glycocyamine分解細菌酵嚢に就て
医化学教室中村 彰 
Glycocyamine水解酵素を含む土壌菌より此の酵
素の分離をしたので報告ナ石。
実験に用ひた菌は千葉市域事J:主中より Dubos及
び M i1erの方法により分離した。
との菌の.glycocyamine水解作用の至適 pHは 
7.0である。
菌体よ D酵素を分離するには，先ず司菌のアセトレ
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パウ夕、を作れとの粉末に M/lO第ご燐酸 y-夕、、を 酸とヂパラニトロフヱノ ル燐酸上り酵素的*解にd
加え，炭酸ソ 夕、、溶液を滴下して pH9.0とし， 30 依り遊雑ナ石フェノ-)レ及び、ベラニトロフヱノ -JレF
分間振畳浸出ナる。 を夫々穴倉法及び大森法にで*解速度を測定し描い 
ζのアセトシベウJr-浸出液は glycocyamineの た実験的 pS活性廃曲線は共に典型的の一次の S型
みを*解し， Arginine，Arginin酸，ル及び s-gu- 曲線を示し，各々 pKm1.12及び3.14とせる理論曲 
anidinopropion酸は水解しない。 線に一致じた。 
次にヂフェノーノレ憐慢がヂノfラエトロフェノ -Jレ
31.ピロ燐酸酵嚢の親和カ
燐酸を阻害ナる関係から抑制試験を行い， Michae司
医化学教室 泉谷哲夫 lis-Menten式によって間接的に求めたヂフェノ -jレ
他の燐酸酵素を杢〈合主ない百型ピロ燐酸酵素を 燐酸の pKmは1.11にして直接法とよく一致した。
34. 白鼠控周期と副署
用いれその作用速度をモリブデン酸サフラユシ法で
測定し pS活性度曲繰より pKmく3.30)を求め，又
他の諸種燐酸化合物くフヱノーノレ燐酸， s-グリセロ燐 第二生哩向島 強丸山俊夫
酸，ヂフェノ ル憐i繋，ヂフヱノー Jレピロ燐段〉の底 豆常雄性rj鼠の性周期に於ては，第 2期を発情期F
害作用かち，それら化合物とピロ燐酸酵素乏の親和 とし，その連続時間は凡そ 12時間である。予等は副
カを算出した。しかし無機燐酸の阻害はとの方法で 腎良質物質及び同髄質物質をとれ等に注射し，予め
は添加無機燐酸量に比較して*解生成される無機憐 分類，予備実験を済ませたる 3群く1群は Control)
酸量が小であるので精確に測定出来ないから Fiske司 I~就き，上記発情期の発現，持続時間等を観察した 
Subbarow法を用いピロ憐巨農水解経過を無機燐酸が るに， Adrenaline (10-4 0.1 cc宛連日 2週間投与〉
相競性阻害を示すものとして失式により求めた。 の場合は，注射開始後約1週間頃上九連続発情の
1 (1 _，2 ¥ X (1 2 ¥ 
一(:+τ7" . aln 十一(一一一"-' ¥ = ¥ a 1 Ki1-~~~ a-x I t ¥ Km KiJ 
との式の速度恒数 k と Kiくすなわち無機燐酸の 
Km)とを未知数として算出される Kiは各時間 tで
よく一致し， pKroとして表わすと 3.35となる。 
32.ペプチダ田ゼに就て
医化学教室渡辺剛夫
aI I 
験サ実ノのミゼアチ酸hp'Fp ぺ酸ナル供チ
P
にプ香ベ息 ノ酸ミレアタ'ノm P
Q U - -
町ア
安 フ
傾向を帯び換言ナるならば発情頒度となれ第2週
つ時
宇ばを頂点として次第に豆常周期像に復し，約 1ヶ
月後は全く変化が無くなあ。
又Cortisoneの場合も上記と略同様の緒果を得た
ので，設に報告ナる次第である。 
/ 
35.家君の腎排3世能と利尿の関係 
第三生哩岡田忠雄武居光典
LVの常尿正利は之等能者世著排腎るのい兎れ家さ
論
係び関及〈 て宮内'庄は血 議に兎々種家
のグリシルペプチドを合成した。
とれら基質の*解度抗J1定には，アゾ成分をH酸と
ナるヂアゾカプリシグ法に土った。同濃度の m司ア
ミノ安息香酸の墨色度に比べて， p-アさノ!安息香酸
は約 1割高<， 0司アミ/安息香酸は宇分以下，
ノフタル酸は相等しく墨色ナる。 p-アミノサリチル
酸の墨色法は上記 4種の墨色法を少しく変えて実地
した。
グリシル 0，m，pアミノ安息香肢を酵素時に水解
せしめると， m，p体の*.解はすみやかであるがo体
は非常に水解さ一れ難い。 
33.燐酸ヂ旦ス手ラーゼの親和カに就て
医化学教室黒川信雄
吉田法により純化せる燐酸ヂ、エメテラーゼ第E型
のハプヂエ品テラ ぞを用い， 基質ヂフェノ-)レ憐F
白P
U
就て，所謂排世試験の方法にたらい，クレアチニ
ェノーJレ戸yレホフタレイジ及びパラアミノ馬
尿酸負荷排?世試験を行った。実験前適量の飲水を行
ゎ，判定時間を夫々の排世蓮度に応じ 2時間， 30 
分， 20分とした。各試験共尿量 10，-，15cc /時に所謂 
“Augmentation limit"を認め，とれ以上では略々
一定の排世卒を示ナ ζ とを知った。倫内因性クレア
チユシも同様の関係を認めた。 Page高血圧家兎は
術前術後血庄の上昇をみるに関わらず，尿量が 
“Augmentation Ii.mit" 以上では相違なし正常家
，兎左同様の成績を示した。 
36.メラノホm レンホルモン分泌機序に関する
研究
第三生埋鈴木萱三，白井忠臣，倉沢和秀
トノサマ蛙を用いて背景反応及び乾牒反応時の槌
